
長　門　市　広　敍

成 年 式
１月１５日９時から

昭
和
3
5

年
度
成
年

者
を
激
励

し
、
前
途

を
祝
福
す

る
怛
例
の

「
成
年
式

」
は
長
門

市
内
青
年

者
全
員
約

四
百
八
十

余
名
が
出
席
し
て
一
月
十
五
日
午

前
九
時
よ
り
中
央
公
民
館
大
講
堂

で
挙
行
さ
訌
ま
す
。

（
行
事
）

一
、
式
僞
、
記
ご
品
川
‥既

二
、
記
念
撮
ぶ

三
、
県
立
水
産
高
校
吹
奏
楽
演
奏

乂
は
映
画
会

な
お
、
定
刻
九
時
よ
り
開
式
し
、

式
終
了
後
記
念
撮
影
を
行
い
ま
す

の
で
時
問
厳
守
の
こ
と
。

又
、
年
々
服
襲
が
華
美
に
な
り

各
方
面
よ
り
批
判
が
あ
り
ま
す
の

で
誰
れ
で
も
気
軽
る
に
参
列
出
来

る
よ
う
お
互
い
に
自
粛
願
い
ま
す

（
備
考
）

昭
和
三
十
五
年
度
各
地
区
成

年
者
概
数

地
区
名

通
仙
　
崎

深
　
川

俵
　
山

計

男そ六
二

九
ご

一
一

言
六

女一
司九

九

一
一（元

二（
二

合
　

計
お
一

一
六四

三
一目

四（
（

○
三
十
五
年
度
該
当
者
は
昭
和
十

五
年
一
月
一
日
よ
り
同
年
十
二

月
三
十
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
○
右
該
当
賃
で
あ
り
な
が
ら
案
内

状
が
お
手
許
に
川
い
て
い
な
い

方
は
最
寄
り
の
公
民
館
え
い
い
尋

ね
ド
さ
い
。

一
面
よ
り
続
き

（
そ
の
他
）

こ
の
試
験
に
関
す
る
問
合
せ
は
あ

て
先
を
明
記
し
た
返
信
用
封
筒
（

十
円
切
手
貼
付
）
を
必
ず
同
封
し

て
山
口
県
人
事
委
員
会
事
務
局
ま

で
問
合
せ
て
下
さ
い
。

通
渡
船
寄
港
に
湧
く

大
日
比
部
落

完成した大日比桟橋

寄港第一便えの花束贈呈

昭
和
三
十
四
年
度
新
市
町
村
建

設
事
業
Ｏ
一
つ
と
し
て
渡
船
発
着

用
棧
橋
が
大
日
比
部
落
の
ほ
ぽ
中

央
に
総
工
事
費
六
八
万
円
で
、
長

さ
二
十
八
米
、
幅
二
米
五
〇
の
見

事
な
棧
橋
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、

去
る
十
二
月
二
十
一
日
に
寄
港
第

一
便
が
部
落
の
人
た
ち
多
数
出
迎

え
る
中
を
定
刻
七
時
四
〇
分
静
か

に
棧
橋
に
横
づ
け
し
愆
。

第
１
回
市
民

短
縮
マ
ラ
ソ
ン

一
着
に

横
村
（
一
般
）
堀
（
高
校
）
井
上

（
中
三
年
）
吉
津
（
中
二
年
）
白

石
（
中
一
年
）
が

十
二
月
十
九
日
午
後
二
時
小
雨
降

る
な
か
を
第
一
回
市
民
短
縮
マ
ラ

ソ
ン
が
行
な
わ
れ
夾
し
仁
ひ
各
穩

別
い
三
位
ま
で
Ｄ
价
位
に
次
の
と

一
般
（
十
キ
ロ
）
の
部

①
横
村
善
蔵
（
保
線
区
）

②
岸
野
　
喬
（
深
川
青
）

③
金
本
秀
雄
（
俵
山
青
）

高
校
（
十
キ
ロ
）
の
部

①
堀
　
邦
忠
（
長
門
高
）

②
吉
村
直
義
（
長
門
高
）

③
村
中
菊
吉
（
大
津
高
）

中
学
三
年
（
八
キ
ロ
）
の
部

①
井
上
慶
治
（
深
川
中
）

②
伊
藤
哲
馬
（
俵
山
中
）

③
新
宅
　
登
（
通
　
中
）

中
学
二
年
（
八
キ
ロ
）
の
部

①
吉
津
勝
洋
（
仙
崎
中
）

②
山
下
勝
征
（
通
　
中
）

③
福
山
勝
彦
（
俵
山
中
）

中
学
一
年
（
六
キ
ロ
）
の
部

①
白
石
良
蔵
（
深
川
中
）

②
山
根
　
進
（
俵
山
中
）

③
中
村
勝
昭
（
仙
崎
中
）

冬
と
子
ど
も
の
健
康
②

寒
さ
に
負
け
な
い
体
を
つ
く
る

・
汗
の
で
る
よ
う
な
も
の
は
望
ま

し
く
な
い
。

煙
突
の
な
い
た
き
火
や
火
鉢
で

は
外
気
温
度
と
の
差
が
五
度
（

隅
氏
）
以
上
に
な
ら
な
い
よ
う

に
す
る
・

・
適
当
な
換
気
に
注
意
し
一
酸
化

炭
素
中
毒
に
な
ら
ぬ
よ
う
畄
愆

す
る
こ
と

・
採
光
は
充
分
に

冬
は
窓
を
あ
け
な
い
こ
と
や
雪

よ
け
の
た
め
に
照
明
が
不
足
に

な
り
勝
ち
で
あ
る
。

＠

冬
の
衛
生
に
つ
い
て

か
ぜ
の
予
防
に
注
意
し
て
、
栄

養
、
休
養
、
運
動
を
充
分
に
。

運
動
を
し
て
汗
が
出
た
ら
、
冷
え

な
い
う
ち
に
よ
く
ふ
き
と
る
習
慣

を
つ
け
る
こ
と

＠

ヒ
ビ
や
凍
傷
の

予
防
方
法

①
手
を
良
く
ま
さ
つ
す
る
習
慣
を

つ
け
る
　
　
　
　
　
　
　

・

③
手
や
足
を
洗
っ
た
後
、
よ
く
ふ

く
習
慣
を
つ
け
、
手
や
足
の
汁

ば
ん
だ
の
を
、
そ
の
ま
ま
に
し

て
お
か
な
い
よ
う
に
す
る

③
軽
い
う
ち
に
手
当
を
す
る

④
ビ
タ
ミ
ン
Ｘ
、
Ｄ
を
含
ん
で
い

る
食
品
を
た
べ
る
（
肝
油
な
ど

大
炎
ぶ
い
）

○

つ
が
い
の
励
行

外
出
か
ら
帰
っ
て
き
た
時
は
、

か
な
ら
ず
う
が
い
を
す
る
く
せ

を
つ
け
て
お
く
と
よ
い
。
軽
い

か
ぜ
で
も
早
く
手
当
を
し
て
、

軽
い
う
ち
に
治
す

○
発
熱
に
つ
い
て

熱
が
あ
っ
て
も
、
案
外
平
気
で

学
校
に
も
行
く
し
平
気
で
運
拗
を

し
て
い
る
児
童
が
あ
る
が
良
く
注

意
し
て
み
る
と
、
平
素
か
ら
気
力

が
す
ぐ
れ
ず
、
疲
れ
易
く
、
だ
る

そ
う
で
、
注
意
力
が
に
ぶ
っ
て
く

る
Ｑ急

託
で
三
十
（
度
以
上
の
発
・熟

の
場
合
は
た
い
て
い
赤
い
似
を
し

、
眼
も
赤
味
を
お
び
る
こ
と
が
あ

向
平
素
よ
り
は
赤
ら
み
が
か
か
っ

た
顔
色
を
し
て
は
い
な
い
か
。

・
平
素
か
ら
気
力
が
な
く
な
っ
て

は
い
な
い
か
、
ど
う
か

・
だ
る
そ
う
に
し
て
は
い
な
い
か

・
つ
か
れ
や
す
い
か
、
ど
う
か

な
ど
を
良
く
注
意
し
な
が
ら
観

察
ず
る
必
要
が
あ
る
。

子
供
は
風
の
子
、
雪
の
子
と
い

っ
た
が
発
育
途
上
の
子
ど
も
た
ち

に
は
無
埋
は
禁
物
、
昨
日
の
・
風

の
子
」
が
今
日
は
火
の
子
と
な
り

か
ね
な
い
。
　
　
　
　
（
以
上
）

こ
の
広
報
は
十
二
月
二
十
八
日
市
役
所
を
発
送
致
し
ま
し
た
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